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災害対策本部設置などの基準





１号炉の水素爆発（1２日１５：３６）



3号炉の水素爆発（14日１１：０１）
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高すぎる防災指針の避難基準

• ＪＣＯ臨界事故：初期報告値は基準に達せず

基準をはるかに下回る被曝量で健康被害発生

• 低線量被曝の影響見直しも反映せず

全身（外部被曝） 甲状腺
10～50 100～500 屋内退避
50以上 ５００以上 コンクリート屋内退避　または避難

防護対策の内容
予測被曝線量(mSv)



飯舘村へのIAEAの避難勧告

• ＩＡＥＡ ３月３０日に「ヨウ素１３１約２０００万ベクレル
（１平方メートルあたり ）」

• ＩＡＥＡの避難基準１０００万ベクレル

• １日に「日本政府側が３月１９～２９日に採取した１５
サンプルの平均値約７００万ベクレル」と公表

• 日本は土壌を深さ約５センチまで掘り、採取した土
壌１ｋｇ当たりの放射性物質濃度を調べている。

• 農林水産省、水田で「表面から１５センチ下の土壌
を採取し、放射性セシウムの濃度を測定する」









枝野幸男官房長官
２２日午前の記者会見発言

Q 文部科学省の発表で、高濃度のセシウムが広範囲で検出
された。これに対する評価と避難区域の拡大は。

A それはセシウム、定時降下物の情報でしょうか。これについ
ては、最も高い数値が出てきたところについて、専門家の
方々にその意味を分析をいただいたが、毎日、こうした降下
物のある地域に立ち続けたとして、１カ月で１２０マイクロ
シーベルトの放射線を受ける。これは航空機でニューヨーク
を往復した場合に浴びる放射線量の半分強、６割程度という
ことだ。１年でも１．４４ミリシーベルト。１年あたりの自然放射
線による被曝（ひばく）線量の６割程度。１回のＣＴ検査の５
分の１程度という量で、しっかりと注視して観測をしていかな
ければならないものではあるが、こうした地域においても、も
ちろんすぐに健康に影響が出るというものではないし、将来、
健康に影響を与えるということの影響を残すようなものでは
ない。







「被曝のリスクは低線量にいたるまで直線
的に存在し続け、しきい値はない。

最小限の被曝であっても、人類に対して
危険を及ぼす可能性がある。」

米国科学アカデミー委員会
報告書（2005年6月29日）



１ミリシーベルト被曝によるガン死

ICRP1990年勧告 10万人に5人
ICRP1977年勧告 10万人に１人

原子力安全委員会健康管理検討委員会(2000年）

10万人に10人

ゴフマン(1981年） 10万人に40人





セシウムの暫定規制の元となっている被曝線量５ミリシーベルトでは10万人に25人のガン死



食品の出荷・摂取制限
３
月
21
日

福島県
茨城県

栃木県

群馬県

ホウレンソウ

カキナ

出荷制限

福島県 原乳

３
月
23
日

福島県 非結球性葉菜類及び結球
性葉菜類：
ホウレンソウ、コマツナ、キャベツ等

アブラナ科の花蕾類：
ブロッコリー、カリフラワー等

摂取制限

カブ 出荷制限

茨城県 原乳及びパセリ 出荷制限



3号炉５４８体の燃料集合体のうち、３２体がＭＯＸ燃料



プルトニウムとは

• ウランから生まれる人工物質

• 長崎原爆にも使われた核爆弾の材料

少なくとも８kgもあれば原爆製造が可能

• 放射能の毒性が極めて強い。

１００万分の１グラムでも肺がんに

• 放射能の寿命が長い。

半分に減るのに２万４千年かかる。



プルトニウム２３８は国内で通常検出される量の最大約３・６倍 (読売新聞）



プルサーマル計画の危険性

• いざという時、原子炉を
うまく止められない。

• 核反応が不安定になる。

• 出力が局所的に上昇
する。

• 燃料が壊れやすくなる
⇒



福島原発停止後の崩壊熱

３号炉はMOX燃料の分だけ２号炉よりも発熱量が大きい



最新情報は 個人ＨＰ「環境と原子力の話」で

「末田一秀」で検索


